
 

 

 

 

 

 

 

    

 高齢社会を迎えて増えているのが、心房細動（悪性の不整脈）です。心房細動では、心房がけ

いれんしたように細かく震え、心房内に血の塊ができやすくなり、それが脳に飛ぶと、重症の脳

梗塞（こうそく）を起こします。心臓の血液がうまく流れないので、心不全のリスクも高くなり

ます。国内の患者数は 100万人前後と言われています。 

 心房細動治療中の患者様で、普段から血液をサラサラにする抗凝固薬を飲んでいる方は、内服

薬を途切れさせないことが大切です。 

 新たに心房細動になった人では、10年前まで多かったワルファリンに代わって、新規経口抗凝

固薬（NOAC；Novel Oral AntiCoagulants）を使っている人が多くなりました。国内では、４種

類が現在発売されています。心房細動は、加齢とともに増加します。心房細動に気づかずにいる

高齢者も結構多いと言われていて、心房細動でも症状がない人が半数近くおり、発見が難しいと

言われています。日本脳卒中学会が、自分で手首の脈に触れて脈を診る脈診を普及させようとし

ています。心房細動がわかる家庭用血圧計などの器具類の利用や、家族の方が脈を診てあげるの

もいいでしょう。心房細動の場合、自分でおかしいと気づく時もありますが、一過性で正常に戻

ってしまう発作性の心房細動では、診察でもなかなか見つけにくいと言われています。抗凝固薬

をしっかり服用していれば、脳梗塞をあまり心配しなくてもよいですが、出血しやすくなる副作

用があるので、注意が必要になります。心房細動の治療の一つ、カテーテルアブレーションは、

現在、年間6～7万人に実施されています。心臓に挿入したカテーテルで、不整脈を起こす電気経

路を遮断します。アブレーションの実施は、心房細動の新規発症者の半分以下ぐらいで、年齢的

には若い人が対象になります。症状が強い人や症状が出たり止まったりする発作性の心房細動が

対象になることが多いです。心房細動が続くと、心筋にダメージを与えます。心房細動があると、

心不全になるリスクは5倍ほど高くなります。血液を送りだすポンプ機能が落ち、心筋も疲れて

きて心不全を起こしやすくなります。心不全患者も心臓のポンプ機能が下がり、心房にも負担が

増すので、心房細動を合併しやすいです。最近は、心房細動があると、認知症になるリスクも高

まると言われるようになりました。心房細動は、気をつけていても、急に起きる場合があります。

ベースには、高血圧があることが多いです。飲酒も心房細動を起こしやすくすることがわかって

いるので、注意が必要です。 

 

＊心配なことがありましたら、遠慮なく、かかりつけ薬局、かかりつけ薬剤師にご相談下さい。 

「心房細動」 
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「インフルエンザ」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象１．浦安市の住民基本台帳に登録のある方で、65歳以上の方 

注記：昭和31年10月1日から12月31日生まれの方は、65歳の誕生日を迎える頃に予診票

を郵送します。昭和32年1月1日以降に生まれた方は、令和4年度の対象となります。 

２．60歳から64歳の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能に障がいがあり、身の回りの生

活を極度に制限される方（身体障がい者障がい程度1級に相当）やヒト免疫不全ウイル

スによる免疫の機能に障がいがあり、日常生活がほとんど不可能な方（身体障がい者障

がい程度1級に相当） 

注記：昭和36年10月1日から12月31日生まれの方は、60歳の誕生日を迎える頃に予診票

を郵送します。 

接種期間 令和3年10月1日（金曜日）から令和3年12月31日（金曜日） 

注記：昭和31年生まれの方は、65歳の誕生日を迎えてから接種対象者となります。予防

接種を受ける期間が短いため、令和4年1月31日までに接種してください。また、体調不

良などで12月中に接種出来なかった方も、令和4年1月31日までに接種してください。 

 

 

 

 

（一社）浦安市薬剤師会 

      〒279-0004浦安市猫実１－２－５健康センター内 

 Tel ０４７－３５５－６８１２（月～金：10～15時） 

 Fax ０４７－３５５－６８１０ 

 メールアドレス  toiawase@urayaku.jp 

 ホームページ  http://www.urayaku.jp/ 

【浦安市からの情報】 

高齢者のインフルエンザ予防接種がスタートします。 

詳細は、浦安市ホームページをご覧下さい。 
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